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▲叙勲の伝達が行われました

▲新入団員代表による宣誓の様子

▲辞令交付式の様子（消防団長訓示）

▲宗宮町長と握手を交わす中島選手（右）

　

３
月
５
日（
月
）、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
た
岩い

わ

井い

良
り
ょ
う

三ぞ
う

さ
ん
（
黒
田
）
に
宗

宮
町
長
よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
井
さ
ん
は
、
昭
和
18
年
９
月
か
ら
昭

和
59
年
３
月
ま
で
教
員
と
し
て
勤
め
ら

れ
、
そ
の
間
、
山
間
地
域
の
寄
宿
舎
の
開

設
に
貢
献
。
西
濃
教
育
事
務
所
勤
務
時
に

は
、
揖
斐
郡
の
山
間
地
と
平
坦
地
の
人
事

交
流
を
活
性
化
。　

　

ま
た
、
昭
和
52
年
４
月
に
池
田
中
学
校

長
に
着
任
さ
れ
、
県
下
初
の
オ
ー
プ
ン
教

室
に
よ
る
教
育
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
叙
勲
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
25
日（
日
）、
揖
斐
川
町
消
防
辞
令

交
付
式
が
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
消
防
団
員
80
人
が
新
し
く
入
団

さ
れ
、新
入
団
員
の
代
表
が
辞
令
を
受
け
、

緊
迫
し
た
空
気
の
中
で
宣
誓
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
94
人
が
退
団
さ
れ
、
58
人

が
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
消
防
庁
長
官
表
彰

と
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）受
章

Ｆ
Ｃ
岐
阜
市
町
村
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

３
月
７
日（
水
）、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ

の
シ
ー
ズ
ン
開
幕
に
合
わ
せ
、
Ｊ
２
の
Ｆ

Ｃ
岐
阜
の
中な

か

島し
ま

康こ
う

平へ
い

選
手
が
開
幕
キ
ャ
ラ

バ
ン
で
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
、
宗
宮
町

長
に
チ
ー
ム
の
写
真
パ
ネ
ル
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
島
選
手
は
「
昨
年
は
残
念
な
結
果
で

し
た
が
、
１
年
間
怪
我
の
無
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
１
点
で
も
多
く
得
点
し
、
試
合
に

来
て
く
だ
さ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

笑
顔
で
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」と

今
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
る
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
５
月
３
日（
木
・
祝
）に
揖

斐
川
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
が
ん
ば
れ
Ｆ
Ｃ
岐
阜
！

揖
斐
川
町
消
防
辞
令
交
付
式

～
地
域
を
守
り
・
安
心
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章

　
　

副
団
長　

野の

原は
ら　

徹
と
お
る

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
賞

　
　

副
団
長　

近ち
か

岡お
か　

春は
る

幸ゆ
き

　

精
績
章

　
　

分
団
長　

山や
ま

口ぐ
ち　

厚あ
つ

美み

　

勤
続
章

　
　

分
団
長　

山や
ま

口ぐ
ち　

厚あ
つ

美み
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▲畳６畳分の巨大看板

▲完成を祝うテープカットの様子

▲「いび川温泉藤橋の湯」のペレットボイラー

▲海外研修派遣事業報告会の様子

中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
報
告
会

～
ス
マ
イ
ル
・
ト
ラ
イ
・
チ
ェ
ン
ジ
～

伝
統
芸
能
を
守
り
伝
え
る

～
春
日
太
鼓
踊
り
看
板
除
幕
式
～

久
瀬
地
域
の
新
拠
点

～
乙
原
農
林
水
産
物
販
売
所
竣
工
式
～

　

３
月
16
日（
金
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
中

学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
の
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
月
19
日
～
27
日
に
実
施

し
た
、
ア
メ
リ
カ　

ユ
タ
州　

セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
へ
の
研
修
派
遣
団
17
人
の
中

学
生
と
引
率
者
が
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
「
ス
マ
イ
ル
・
ト
ラ

イ
・
チ
ェ
ン
ジ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

お
り
、
研
修
で
は
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
研
修
で
得
た
も
の
を
今
後
の

学
校
生
活
や
将
来
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。」
と
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頼
も
し
い
報

告
も
あ
り
、
家
族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
や
仲
間
を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
の
心

も
育
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

３
月
20
日（
火
・
祝
）、
春
日
美
束
の
太

鼓
踊
り
の
様
子
を
描
い
た
巨
大
看
板
の
除

幕
式
が
、
春
日
美
束
の
落
合
橋
付
近
で
行

わ
れ
、
地
元
関
係
者
ら
約
50
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、畳
６
畳
分
の
大
き
さ（
高

さ
２
・
７
メ
ー
ト
ル
、幅
３
・
６
メ
ー
ト
ル
）

が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
伝
わ
る
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
春
日
の
太
鼓

踊
り
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
設
置
し
た

の
は
、
地
元
住
民
ら
約
50
人
で
組
織
す
る

「
粕
川
活
生
会
」（
会
長　

山や
ま

口ぐ
ち 

保
た
も
つ

）
で
、

伝
統
芸
能
の
保
存
や
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
、
県
道
を
通
る
車
か
ら
見
や
す
い
場

所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
会
長
は
「
今
後
と
も
協
力
し
て
伝

統
芸
能
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
24
日（
土
）、
乙
原
ト
ン
ネ
ル
交
差

点
付
近
に
建
設
さ
れ
た
「
乙
原
農
林
水
産

物
販
売
所
」の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
所
で
は
、
地
域
の
農
家
が
育
て
た

新
鮮
な
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
施

設
に
は
厨
房
や
公
衆
ト
イ
レ
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

竣
工
式
に
は
、
地
元
関
係
者
ら
約
40
人

が
出
席
し
、
宗
宮
町
長
は
「
観
光
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
導
入

～
久
瀬
・
藤
橋
地
域
の
温
泉
施
設
～

　

３
月
24
日（
土
）、「
い
び
川
温
泉
藤
橋

の
湯
」（
東
横
山
）
と
「
久
瀬
温
泉
露
天

風
呂
白
龍
の
湯
」（
日
坂
）
に
木
質
ペ
レ

ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
、
竣
工
式
が

「
道
の
駅　

星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
は
、
西
津
汲
に

あ
る「
い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
」で

加
工
さ
れ
る
地
域
の
間
伐
材
を
利
用
し
た

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
ま
す
。
従
来

の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
も
併
用
し
な
が
ら
森
林

資
源
の
循
環
活
用
と
燃
料
コ
ス
ト
の
抑
制
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

宗
宮
町
長
は
「
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入
を
機
会
に
循
環
型
社
会
の
構
築
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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▲いびがわマラソン実行委員会の様子

▲�名古屋からの参加者が寄せ書きした揖斐川町への
応援旗が手渡されました

第
５
回
木
曽
三
川
が
つ
な
ぐ
山
と
ま
ち

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
２
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
開
催

な
が
せ
幼
児
園
お
別
れ
会

～
59
年
間
の
歴
史
に
幕
～

間
伐
材
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

～
い
び
地
域
環
境
塾
～

　

３
月
25
日（
日
）、
久
瀬
公
民
館
で
「
第

５
回
木
曽
三
川
が
つ
な
ぐ
山
と
ま
ち
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
木
曽
三
川

の
上
流
と
下
流
の
地
域
住
民
が
各
地
で
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
相
互
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
水
の
大
切
さ
、
環
境

保
全
、
地
域
の
繋
が
り
の
重
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
。
名
古
屋
市
の
皆
さ
ん
と
上
流
地
域
と

し
て
久
瀬
地
域
の
皆
さ
ん
が
交
流
し
、
約

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
よ
も
ぎ
餅
や
地
獄
う
ど
ん

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
寄
せ

書
き
し
た
旗
が
宗
宮
町
長
に
手
渡
さ
れ
、

名
古
屋
・
堀
川
の
浄
化
と
揖
斐
川
町
を
応

援
す
る
エ
ー
ル
を
交
換
し
、
交
流
の
絆
を

深
め
ま
し
た
。

　

３
月
27
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で

「
２
０
１
２
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
第

１
回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者

ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
で
は
、
事
業
計
画
案
や
収
支
予
算
案
な

ど
が
承
認
さ
れ
11
月
11
日（
日
）の
大
会
に

向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
「
25
回
目
の
節
目
の
大
会

を
迎
え
ま
す
が
、
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
西
濃
地
区
陸
上

競
技
協
会
の
田
口
会
長
は
「
い
び
が
わ
は

お
も
て
な
し
の
大
会
。
最
近
は
「
お
も
て

な
し
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
中
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
も
っ
と
力
強
い

何
か
を
発
信
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
一
生
懸

命
取
り
組
み
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
27
日（
火
）、
な
が
せ
幼
児
園
（
谷

汲
長
瀬
）
で
最
後
の
卒
園
式
と
お
別
れ
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
が
せ
幼
児
園
は
、１
９
５
３
年
に
善ぜ

ん

立
り
ゅ
う

寺じ
（
谷
汲
長
瀬
）の
住
職
が
私
立
長
瀬
保
育

所
を
開
設
し
た
の
が
始
ま
り
。
１
９
８
３

年
に
谷
汲
村
立
と
な
り
、
２
０
０
５
年
に

揖
斐
川
町
立
長
瀬
保
育
園
、
２
０
１
１
年

に
揖
斐
川
町
立
な
が
せ
幼
児
園
に
名
称
変

更
さ
れ
、
４
月
か
ら
た
に
ぐ
み
幼
児
園
と

統
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
園
式
で
は
、
年
長
児
４
人
に
保
育
証

書
が
手
渡
さ
れ
、
お
別
れ
会
で
は
、
懐
か

し
い
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
園
児
の

遊
戯
や
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
10
日（
土
）、
揖
斐
郡
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
構
成
す
る
い
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
絡

協
議
会
が
開
催
す
る
「
第
12
回
い
び
地
域

環
境
塾
」
が
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
揖
斐
郡
内
の
親
子
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
使
っ
て

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
材
料
の
中
か

ら
自
分
の
好
き
な
音
を
探
し
出
し
て
組
み

合
わ
せ
、
思
い
思
い
の
飾
り
付
け
を
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
ヒ
ノ
キ
の
良
い
香
り

と
素
敵
な
音
が
す
る
。
自
分
だ
け
の
一
つ

し
か
な
い
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
が
で
き
て
う
れ

し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲お別れ会で歌を披露する園児

▲参加者が作ったカスタネット


